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「生きた証を残したい」 ～寺田浩晃さんの生き方～  

人権月間 校長講話から 
 寺田浩晃さんは、愛知県生まれの２７歳。小さい頃から目立つや争いごとが嫌いで、教室の隅っこで、

誰に見せるわけでもない絵をノートいっぱいに描いていたそうです。虐待やいじめを受けていた幼少時

代。漫画を描くことが彼にとっての唯一の自由でした。いつしか漫画家になることが夢になりました。

雑誌での連載を目標に一日中漫画を描き続けたそうです。その努力が実を結んだのは高校の卒業直前、

初めて書き上げた作品を週刊少年誌に送ったところ、編集部から誘いの電話が返ってきました。世界が

開けた感じがして「これで抜け出せる」と感じたそうです。 

大学に進学した寺田さんは、在学中も漫画を描き続けます。「稀代のストーリーテラー」と称され、い

くつかの読み切り漫画が少年漫画誌に掲載されるようになりました。2018年、大学卒業と同時に、漫画

家デビューをして上京します。そして、2019年、週刊少年誌に連載が決まります。小さいころからの夢

を手に入れた瞬間でした。しかしその矢先、原因不明で治療法のない好酸球性胃腸炎を発症します。長

く続く闘病と希望を奪われた悲しみや焦りの中、今まで通り漫画を描くことができなくなってしまいま

した。それから１年半、寺田さんは部屋に引きこもってしまいます。突きつけられた現実に目の前が真

っ暗になったそうです。ちょうど社会も新型コロナウイルスの感染拡大の影響で、外に出る機会が奪わ

れ、人々から当たり前の生活が奪われていました。しかし、引きこもっているとき、心の中はそれと反

比例して「漫画を描きたい」という強い意思が消えることなく、心の中で暴れ狂ったそうです。「生きた

証を残したい」。その一心で、治療を続けながら、都内の出版社に原稿をもって歩きます。しかし、原稿

を採用されることはありませんでした。寺田さんは悩んだ挙句、仲間と共に 2021年１月に YouTubeチ

ャンネルを開設します。 

「『死』がいつも隣にいるようになり、『ある思い』がより一層強まります。それは、「多くの人に共感

してもらい、自分の漫画を生きた証として１冊の本に残したい…。」という思いでした。寺田さんは、

「YouTubeから短編漫画を発信していく」ことを決めます。闘病生活を赤裸々に描いた漫画を仲間と動

画編集し、音楽をつけ、サイトに投稿します。15分以上座っていると病気のために下半身の痛みが強く

なってしまうため、寺田さんは立ったまま漫画を描き続けます。１日 10 時間以上、立ったまま自分の

思いを描き、動画に表しました。 

家庭での虐待、学校でのいじめを経験していた寺田さんの作品には、人の心の痛みや心の弱さ、そし

て強さと信念と優しさなどがふんだんに散りばめられています。動画にはたくさんの視聴者からのコメ

ントが書き込まれています。かつていじめの被害者だった人、持病を抱えて毎日闘病生活をしている人、

震災を経験し辛い思いを抱えてきた人…。どのコメントからも寺田さんの「優しさと強さ」への感謝の

気持ちが溢れています。寺田さんのチャンネルは、話題になり１カ月で登録者数が千人を超えました。 

昨年５月に、地元の交流センターで、作品展が開催されることになりました。見に来てくれた方に「し

んどいことばっかだけど、人生そんな悪くないかもなって思ってもらえたらうれしい」、そんな思いを

伝えようと、体に鞭打って何度も会場に足を運び、準備をしてきました。作品展が間近に迫った昨年９

月、緊急事態宣言が発令され、作品展は中止になってしまいました。しかし、寺田さんはあきらめませ

んでした。今年５月、昨年開けなかった作品展を行ったのでした。さらに、寺田さんの作品がついに出

版されたのです。虐待やいじめ、難病など数々の困難を受けながら、生きた証を残したいという夢をか

なえた瞬間でした。本の出版を記念して地元で上映会が開かれました。上映会後、本の販売会やサイン

会も開かれ、たくさんの人たちと直接話をします。顔を見て、直接言ってもらえる言葉の力の大きさに、

寺田さんは新たな目標を生み出します。「もっと良いものを描きたいという意欲も沸いてきた。目の前

の白い紙にうそはつかないと心に決めている。世の中のニーズに寄せるのではなく、自分の素直な思い

を描き続ける。自分のように過去に傷を負った人、教室の隅で１人で泣いているような子が少しでも生

きづらさを和らげられる作品を届けたい」 

寺田さんは、悩みや傷を抱えた人の心が、少しでも軽くなればと願い、今日も力強くペンを走らせて

います。 

 

http://mixi.jp/view_community.pl?id=780754


   

本年度の PTA講演会は、講師に中村美幸さんをお迎えして、「自分も人も大切にするために」と

いう演題でお話をお聞きしました。中村さんは、お子様を生後１年余りで亡くされた体験を通して

「幸せは一人一人が気づいていくもの」そして、「人の存在理由

は、生きているだけで幸せを与えられることにある」ということ

にお気づきになられたそうです。生徒の質問にも丁寧に答えてい

ただきました。生徒の感想からは、「他人を大切にする前に自分

のことを大切にすることで、他人をも大切にできることがわかっ

た」「当たり前にできていることや、家族や友達の存在こそが最

大の幸せだと感じた」という言葉が聞かれました。 

 

 

 PTA講演会後は、学年合唱発表会を行いました。今年度も、新型コロナウイルスの影響で二中祭で

の音楽会が学級の合唱曲のみで、保護者の方には動

画でしか見ていただけなかったこともあり、参観日

に合わせて、学年で練習してきた合唱を、学年入替

制ではありましたが保護者の方に聞いていただく

ことができました。体育館にそれぞれの学年の思い

がこもった歌声が響き合い、生徒にとっても他学年

の発表を聞き合い学び合う貴重な時間となりまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３学年の発表「瑠璃色の地球」 

１学年の発表「BELIEVE」 

２学年の発表「あなたへ～旅立ちに寄せるメッセージ」 

  ＜今後の予定＞ 
※今後、「新型コロナウイルス感染予防」に伴い、日程や内容が変更される可能性もあります。変更の
場合はその都度ご連絡しますので何とぞご了承ください。  

  

１１月 ９日（水）校長講話  避難訓練③ 

   １０日（木）生徒会立会演説会・投開票 

   １２日（日）新人東信大会（柔道） 

   １４日（月）放課後学習 

   １５日（火）二中ブロック人権教育研修会 

   １８日（金）発育測定（３年） 

   １９日（土）～２０日（日）新人東信大会（女バレ決勝） 

   ２１日（月）２学期期末テスト①・３年総合テスト① 

   ２２日（火）２学期期末テスト②・３年総合テスト② 

   ２５日（金）PTAフェスティバル（雨天中止） 

   ２８日（月）放課後学習  読書旬間～１２月９日（金） 

１２月 ５日（月）放課後学習  教育相談（６日（火）・８日（木）・９日（金）） 

   １２日（月）～１６日（金）保護者懇談会 

   

スクールカウンセラー来校日 

＜１１月・１２月＞ 

１１月１０日（木）・３０日（水） 

１２月 ８日（木）・２２日（木） 

時間：9：45～16：00 

＊相談の希望（生徒・保護者）が

ありましたら、担任または教頭

までお申し出ください。 

 

自分も人も大切にするために     ＰＴＡ講演会   

学年の思いがこもった歌声が響き合った 学年合唱発表会    


